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＊詳しくはスライド最後をご覧ください

学校法人桐蔭学園 理事長
桐蔭横浜大学 教授

学校法人河合塾 教育研究開発本部 研究顧問
東京大学大学院教育学研究科 客員教授

※本動画チャンネルは溝上が個人的に作成・提供するものです。
※公益財団法人電通育英会の研究委託を受けて行われています。
※本動画では字幕を付けていませんので、必要な方は「設定」で「字幕オン」にしてご利用ください。

次期学習指導要領改訂に向けた審議（中間まとめ）
に対する所見を5点述べます





①主体的・対話的で深い学びを基礎として
「個別最適な学び」を位置づける

②中核的な概念・方略を用いた授業づくり

③柔軟な教育課程編成としての「余白（裁
量的な時間）」の創出

④探究的な学びと情報活用能力との一体的
な充実

⑤初発の思考や行動

所感を5点
（イメージ）

Upcoming!
「学習指導要領改訂に向けた
審議に対する所感（上・下）」
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一斉・グルー
プ・個別といっ
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「個に応じた指
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学習指導要領の
一層の構造化

・深い学びを実現し、分
かりやすく使いやすい学
習指導要領を実現する

・いわゆる「カリキュラ
ム・オーバーロード」
（教科書を網羅的に教え
ることなど）の問題解消



参考資料
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・子どもにとっ
ての豊かな学び
の時間
・教師にとって
の教材研究、研
修等の時間
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初発の思考や行動





アウトサイドインとインサイドアウト
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アウトサイドイン思考とインサイドアウト思考

これまでの代表的な思考論をアウトサイドイン思考として位置づける
・推論（演繹・帰納・仮説推論）
・問題解決 ・意思決定 ・アナロジー
・論理的思考 ・批判的思考



アウトサイドイン思考とインサイドアウト思考



インサイドアウト思考は「原初的な創造的思考」

・多くの創造的思考の研究は、社会的に評価さ
れる、あるいは多くの人びとが発想しないユ
ニークでオリジナルな思考に限定している。

・「原初的な創造的思考」（＝インサイドアウト思考）は、天才や偉人のみが為
せる思考と捉えるのではなく、一般の人びとが日常で普通に行う思考であると捉
えたい。



マズローの「創造性」

わたくしはまもなく、自分が他の大多数の人びとと同じように、創造性を作品によっ
て考えていたこと、第二に、無意識のうちに、どの画家、どの詩人、どの作曲家が創
造生活を続けているかを考えて、暗々裡に創造性を、人間の努力する特定のつきなみ
の領域のみにかぎっていたことに、気づいたのである。理論家、芸術家、科学者、発
明家、作家は創造的になることができる、他のだれもなり得ない、というように、無
意識のうちに、わたくしは、創造性が、ある職業に独占するものと考えていたので
あった。
（中略）しかしこれらの予想は、多くのわたくしの被験者によって裏切られた。たと
えば、無教育で貧しく、終日家事に追いまわされている母親である一婦人を例にとる
と、彼女はこれらの慣例的な意味での創造的なことは、なにもしていなかった。にも
かかわらず、素晴らしい料理人であり、母親であり、妻であり、主婦なのである。わ
ずかのお金で、その家はともかくもつねに小奇麗であった。彼女は完全なおかみさん
なのである。彼女のつくる食事は御馳走である。彼女のリンネル、銀食器、ガラス食
器、せともの、家具に対する好みは、間違いがない。彼女はすべてのこれらの領域で、
独創的で、斬新で、器用で、思いもよらないもので、発明的であった。わたくしはま
さに彼女を、創造的と呼ばざるを得なかったのである 。

【出典】マズロー, A. H. (著) 上田吉一 (訳) (1979). 完全なる人間－魂のめざすもの－ 誠信書房



第I部 インサイドアウト思考論
第1章 思考とは－認知科学を視座として
第2章 二つの思考様式

—インサイドアウト思考とアウトサイドイン思考
第3章 インサイドアウト思考の身に付け方
第4章 学校教育でも育成されるインサイドアウト思考
第5章 個人的な思考が社会的な思考となるために

第II部 個人化・多様化した現代社会における個性的なライフの
構築

第6章 個性的なライフを構築するためのインサイドアウト思考
第7章 知識・技能が社会構造的に継承されなくなった現

代で求められるインサイドアウト思考
最後に——ウェルビーイング論へ

溝上慎一 (2023). インサイドアウト思考—創造的思
考から個性的な学習・ライフの構築へ— 東信堂



最後に





・目標準拠評価
・指導と評価の一体化



もう少し審議が進んでから所見を述べます




